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島津製作所段
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算靴は多年各種翼空

ボンプの襲作 に提事

し、今囘GS回 韓式眞

箆ポンプv.型 一A毅 を

完成致 しました、本ポ

ンプの内部は單式興空

ボンプを二段に作用せ

しめて麹式とし高侭空

度 を得るや うにしたも

ので最近各方面に鍵ん

に健 用 され てを9ま

†。何卒御探用の上高

劉Fを卸願寧上げまナo

綾
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各種眞室ボン'ブに開する騨恕な

る型鋒御申猷 第邁呈致Lま す

し

株 式 會 瓧

島津製作所科學器械部
本 店 京都市中京區河原1町二條甫
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謹 啓 時 下 愈 々 御 清 程 大 賀 の 至 りに 奉 存 候
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陳 者 先 般 口 本 物 理 化 學 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の 下iz設'立

仕 候 日 本 物 理 化 學 研 究 脅 の 儀 に 關・し 甚 だ 勝 乎 が ま し き 御 贊.

助 方 御 願 申 上 候 處 下flzの 如 く 各 方 面 よ り 多 數 の 御 後 援 を 賜

り 感 銘 の 極 に 有 之 候

先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 候 敬 具

昭 和 十 二 年 十 月

日 本 物 理 化 學 研 究 會

事業資金寄附者蕩名

(1、000圓以上,申 込順)

昭 和 十 二 年 十 月末 現 在

金30.000圓 也

金14,000圓 也

金1,000圓 也

金.1,000圓 也

金1,000圓 也

金1,000圓 也

金2,000圓 也

金1,000圓 也

金LOOO圓 也

金1,000uu也

金2,000圓 也

金1,000.圓 也

金1,000.圓 也

金1,000圓 也

金1,0001員1也

金1,000圓 也

金1,000【 則 也

金1,000圓 也

金1,000圓 也

金1,000圓 也

金 玉,000圓 也

金12,500圓 也

小 計 金77,500圓 也

藤 井 榮 三 郎澱

堀 場 信 吉 殿

上 畠 五 一 郎 殿

日 本 製 錬 株 式 會 瓧 殿

日本香 料藥 品株式會就 殿

第一工業製藥株式會壮 殿

日本 クロス工業株式1會雇ヒ殿

大 日本 塗 料 株 式 會 祗 殿

堺 化 學 工 業 株 式 會 肚 殿

白 石 工 業 株 式 會 融 殿

龜 田 利 吉 郎 殿

木.俣 泰 清 殿

蒲 网 政 治 郎 殿-

東 .京 電 氣 株 式 會 涌1:殿

津 田 三 郎 殿

瀧 野 孫 二 殿

金 季 洙 殿.

わ か も と 本 舖 殿

川 西 機 械 製 作 所 殿

南 滿 洲 鐡 道 株 式 會 瓧 殿

旭ペンペ丿Vグ絹絲株式會肚1殿

藤井藁三郎殿(藤井獎學賞恭金)
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「物 理化學 め進歩』溝讀會 員規 定假案

第 一 悚 「1本物理化學研擁脅 ノ機躙誌クル本誌 ノ直接購讃者ヲ購誠會員 トス

第 二 條 本誌ハ隔月1偶數 月末貝)發行 トシ下認内容 ヲ有ス

(一)原 報又ハ論設..(二)紹 介又ハ講義(三)抄 録

第 三 條 會費ハ年參圓 トシ前緬スルモ ノトス.途 中申込者ハ巾込 ノ月ヨリ之

ヲ納入スルモ ノトス

第 四 條.経 身購読會費ハ金五拾圓 トシ氈痢 ノ會費ヲ包含セズ

第 五 條 既納 ノ會費ハ如何ナル理由アルモ之ヲ遮却セズ
　

他 昌別冊 トシテ物理化學文獣集(新 着外國雜談 ヨリ.拔萃ス)ヲ毎月

發行 シ會費(年 一圓)ニテ倉員島ノミ頒布ス'

本合ハ又腎國物理化學海外紹介 ノ目的 ヲ以テ別 昂年三囘歐文號 ヲ編纂シ本誌

所蔵 ノ「Vii:」及ビ「吾國 謹於 ケル物理化學研究 ノ抄録」ヲ掲戟 ス(臼費年二側)

.△ 會員希望者ハ氏名,雑 誌送附先ヲ明詫 シ本會鑛替口座へ會鬢ヲ拂込マ レタシ
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:御 入會 を勸む:i内 轟 本
獣 日本化學研究會編 主幹 理學燉 眞 島 利 行

`コ

第2集 第11卷 第1號 昭和13'1-1F3行(月 刊)

本 邦 最 新 の化 學 的 研 究 の 文 献

一般化學 ・物理化學 ・無機化學

有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他に關する

報告及 臣缶 に就て
櫞 は 唖 見 見 よ

(1ケ 年 分)(2回 に分納 し得)

甲 種 〔勳 及鑞 配布)金9圓54錢1各fヒ 學創 汲皸 金7圓80錢 〕

乙 種(薊1を 配桝)金8圓74錢 〔各化學韻 及皸 金7圓20錢 〕

日本化學總

會 費

λ曾御希望つ方は曾費1ケ 年分叉は牛ケ年分を御逡5

下 されば手績一切完了致 します。

最 日 本 化 學 總 覽 第 一 集 第 六 卷

新 四ゾ瀞65順 定 鯉50翻 噛

干 り 本,a:は日本學繊 興會媚 瞥 数弼輔の士の後援によ41ugせ ・。大疋

11-13年 間の一般化學的理論の外,榮 學.霽,農.工 粟廣汎に至る本邦化學者の

眞摯なる研究報告及特許等の抄録を築栽 し精細なる5{'i引を附せ り。本AILよ り疋

しく自國の現實力を確知し他 日に備へて緯漏なからん事 を。

蟹 日本化學研究會軈騰鴇占温鸛
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物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.5(1937)

日.本.化 學 會

(明治十一年四月東京化學會.トシテ創立)

日 本 化 學 會 誰
四1》

月刊一冊金壹 圓・一箇年前金拾戴 圓(郵税共)

BULLETIN.0「THに(=HEMI(二ALSOCIl三TYO「 』APAN.

月刊一册金五拾錢・一箇年前金六圓(郵税共)

購 護 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は

東 京市紳 田區衷 紳保町三 束

同 京橋區槇町三丁目三 北

に 申 込 ま れ た し。

京

隆

堂

館

日 本 化 學 會 規 則 摘 要

.第 二 條 本曾は化學め進歩及ひ普及を固るを以て目的 とす

第 四 條 會員は化學に密接なる關係を有する個人叉は團體たるへし(以 卞略)

細則第二絛 會員は下の資格の一を備ふへし

一 化學著 くは化學に密接の關係ある學科を修φうしは有盒なる研究論丈を公にしたること

一 化學上顯著の成績を擧 け若 くは化學工場に在 りτ責任ある位置に立ちたること

一 化學に密接なる闕係 を有する法人叉はこれに相當する團照たること

第 六 條 入曾を望ひ者はeat二 名の紹介を以て學歴箏を記入 したる串込書を曾長に差出すへし、其の

可沓は常議曾 に於て之を決す

第 十 五 條 常會は會務報告及學衛講演等の爲め四八兩月を除 き毎月之を開 く 〔以下略)

第 十 七 條 年會は(中 略)毎 年四月之 を開 く(以 下略)

第二十二條 本曾は毎月一囘日本弗學曾誌 を發行す、日本化學會誌は之を邦丈及歌夊の二種に分っ
.細則第二十六絛 會誌には報丈

、綜説、抄藻、雜簸、記事箸の欄を設 く但 し歐丈會誌は報丈を圭 とす

第二十三絛 倉誌は會員に配布し且學循曹及の目的を以τ之を鼓責す

第二十四絛 會蛩は一箇年金拾圓とす 、'

葉 二十六絛 會費は入會諏可の月 よb納 むへ し

紳則第三十三絛 曾費は毎年四月及ひ十月の二期に於て牛年分宛(四 月 よJ九 月まてめ分を四月に、十

月 よ.り翌年三月 まての分 を十月に)徴 集す(以 下略)

RBaJ則第三十四絛.入 會者の曾費は其際月割を以て該期分を徴集す,

入會希望者 に して紹介者 なきときは學業履歴及び現職 を特 に詳
.記.しで事務所

へ 申込 まるべ し 胃.

」`● 齟圃厂㎞'ら
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:京都 帚 國大 學.日 本化學纖維研究所 櫻 田 一 郎 氏
編輯

大阪帚大理學部 纖 維 科 學 研 究 所 呉 祐 吉 氏

繊維 關係 の外國重 要文 獻 を 出來 る丈 け忠實 叮嚀 に譯述解 説 して一 般纖 維研

究好學 家 に御 頒 ち しナこい、ご思 ひ ます

文獻 は新 舊 を問 はす纖 維 の研 究d-fitし 重 要 な.る もの を撰定 して歴 史 的な も

の も:又嶄新 な もの も之 を網羅 して行 く考 へで あnま す。

即 ちHerzog,Spon51erDore,MeyerMliark,HessTrogus,Katz.Andtess,

Freudenbere,StaudingetAstbury等 の繊 維科學 に關す る墓 礎 的 な電要論文 は

勿淪Ostr派 の酷酸纖i=關 す る研究Heus・r,Rass。w,Liesec等 の ヴィスコ

ー スに關 す る研 究其の他 化學纖 維 に開 す る餐方 面 の重 要文獻 を集録 す る豫定

であhま す。(發 行 主意 及 内容 見本 賂 呈)

毎月一回二十日發背 菊版約so頁.定 價 一朋60錢{途 料2錢)

但 し一 年分 前 金6圓 也(迭 料#':)n一 年 前 金 拂 込 御 注 文 の 方

へ は綴 込表 紙 を迭呈 す

發行所 纖 維 文 獻 刊 行 會

大阪市西區京町堀通一丁目 雛紡綴雜誌瓧内

電 蕁言 ニヒ佐 掘240・468番 鑷 讐U座 ワQ阪1!1711轡

㌧

.'.

.-'.臨 一 己」,`:6. L二 厘.`∠.孟.
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月 刊

科
自 然 科 學 雜 誌

安藤廣太郎 岡.plafi松
・ 柴田雄次 橋田邦彦

io月

睡墾.

靂

學
編 輯

柴由桂太 大河内正敏 小泉

坏井誠太郎 主任石原純

墫 刊 號 内 容

自然科學最近の進歩iEt觀

丹

彌永昌吉二位相幾何學に就で一 歴史的解醗一

菊池正i_:!6ig#Jiの 問題について

漆原義之=蔽 近匙歩 したヴィタミン.Dの化學

商 徹:逾 博子の本質

井原俊男乙人彊の電氣抵抗

氣象學節36年 の匙歩

纔誕(藤 原喫'卜)ジ大氣の熱力學(荒 川秀俊),大 無輙射(aG岡 薩海),コ ロイド氣

象學(高 橋喜彦〕,最 近の氣象器按(倉 石六郎),氣 練現象としての躍渦問題(襖

庭信一),最 近に於ける農槊氣象學の研究躓向に就て(大後美傑〕

蚕塁羹懸1
1936年 に 杓故 せ る科乃レ轟・(績)

輙 時事 [本競rこ限 り丐垂而 ∈∋L5錢1

11月 爺 内 容 梗 概

匿=璽1

事變 ・職⑫ ・職後'

廛 甕

琉球行茨岩中に見らjLる 石震藻葱(石 島.渉},量 子htlsr於 け る呂ル=f一 ド定理
の、㌔NCmnannのa明 に就て(伏 見康治)、`4潮 闘ドに就て(古 賀鼎妓),表 面に於

ける撲彊についての實喰(有 山巷蒙》,ホ ウネンエビ滿洲國に分布す(追 補)(木 場
一夫),口 本の傑い湖沼のu季 深層水温(吉 村儒吉),階 子中性子掲の量子化とそ
iiら の磁氣熊串に就て(武谷三男),湯 川氏の理識に於ける同種重粒子の交互作用

に就て(坂 川昌一),塾 合儀念の確立に驪する研究,第3報 敏學の無矛盾峰倖(準藤

釜男)集合概念の確立に関する研究,第4報R・ 詩dIの 蓮環及び集合の翻 問留(遶

藤釜鋤

1抜 萃1
1.oydR且lhcrfanl:質 猷7召の水 素 及 び^リ ウム网位 盟 の探 究

置==韲.

江.上不二夫=.分 別限外遺過とその生化學きの應ltl

内岡惑太郎;魚.類 の浮游幼期に見らJLる浮泛擦構に就て

武 井 武3人 造制光板に對ナ るニゴ三の實驗

塵墾望
小李吉易=1936年 の大氛大循環の理論9發 蓬

渡邊 護=蛋 白質人工臓維の製撞に就て

置壘墾墨}
内11i学 一;江 戸 時 代 の 生 擾學(VI)

睡究室i嚠
車海自t蝌學研究所

馳 弘i凾 一塵 麟 一堕 及鉱纏1
5

發.狩所 甥 凄聾睚 岩.波 書 店

M

1

定.償50罎(遘 料2鋤

.牛年分¥3:00,一 年分¥5.90帽 刊臨;逹 科共y
讎 九段㈹ 蠶01B7(4)
撮智口座飆.2.B290
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[00]

[91]

[92ユ

[93]

[94]

主 筆 工県糠士 喜 多 源 遑

月 刊 化 學

第3卷

一inr40銃

(逾 料3錢)

評 論
前金 一年4圓
褪 料共)

第3號

結愚永を翕有する鰔帷素即ち永纖維素に㌶て 理 恥 士 泪 野 桂 六

ガソリソ合GQA):瓦斯よ り有機硫黄化合物の除去に就て…工 驫 士 舟 阪 渡

タンニン材に闘ナる醒究(D五 倍子 タンニンに就て……工 雌 士 上 田 嘉 助

Vitamin・Aの 合成 工學博士 木 村 和 三 郎

有機化學に於ける縦無合成法 田 村 勁 二

[95]

[ss7

[X77

×98)

第3卷

染料の光にg}ナ δ堅*度 に就て

有機觸媒

第10號

タyニ ン材 に闘 す 己研 究(i)カ テキ ンに韓 て

タ カア ミラー ゼ知 見
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郎

助
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化 學
編 輯 所

京都市 吉田 京都帝國大吊
工業化學教室 喜多研究室

竜話上九八o猛(昂 内十九番)

評 論 紅
發 行 肝
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日本 學 術 振 興 會 第 十 三 小 委 員』會 編 纂

我國に於ける觸媒作用の研究

第 一 輯

〔昭 和 二 年 一 昭 和 九 年 〕

本書は上記八 ケ年 に亙 る觸媒關係 の丈獻(特 許 を含む)の 抄鑠 を集 めたるも

のであつて,觸 媒學 の見地 より詳細 に分類 されてゐ る。 徇卷未の索引には特

に注意が拂 はれてゐ るか ら工場 に研 究室に苟 も觸媒に關係せ られ る諸子にと

つては必携の書 と云はねばならない。 目下第二輯が執筆 されっ 、あるが,第

一輯殘部 に制限があ るか ら至急購入せ られん;事をお獎 めす る。

[1]

〔II〕

Cln)

(ivy

〔Vコ

一 圭 鑒

(副 項 目

觸媒 に關する研究

吸着(收 着)に 聞 する研究

反應動力學 に關する研 究

有機イ匕學及一般口鬣用イ匕學 に

於 ける觸媒反懸の研究並 に

其 應用

有機化學及 一般應用化學 に

項 目 一

七 十 六)

於 ける吸着作用の研究並に

共應用

〔VI〕 觸媒及吸着劑の製法,觸 媒

及吸着作用 の操作及作用裝

置

〔Vll〕 著者 及雜記

〔VIII〕特 許

日本標準規格B列5號(182mmx?:i7mm)726頁

定 價 金 五 圓(邊 料廿二錢)
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吾國に於サる物理化學研究の海外紹介に就て.!
.
9

日本物理化學研究 會1こ於てはその機關誌L物 理化學 の逕歩1に よつ

て,本 邦 に於 ける物理化學研究 の概要を廣 く世界 に紹介 することを

その使命の一つ として居hま す・之が爲,歐 文號 を刊行 し,Originals

と共 にAbstractsを 掲載 し,此 のAbstractsに よつて本邦に.於ける

物理化學研究を餘す所な く抄録 し度い と考へ て居 ります・此のAb-

stractsは歐交號のみ ならす本誌 にも掲載 します・(1韓 趾きに禍戴)

その抄録方法はn本 化學總覧の物理化學の部 に掲載 された る論交

の箸者 よ り直接原稿 を戴 いて居 りますが,1937年 以降發表の論 交著

者 に して,日 本化學總覽の物理化學の部以外に揚載 された る方及び

化學總覧に未發表 にして速 に海外發表を希望せ られ る方は此旨附記

の上騏務所宛 原稿 をお迭 り下 さい.

原稿規定 英 文,タ イ プ ライ ター用紙2段rり ・131;(内 の

こ と,圖 表 は挿 入 せ ざ る こ と.

昭 和12年10児25rl印 嗣 鞠理 化 娯 の遘 歩

昭 和12年lO月30H發 行 第11卷 算5韓

`陽 月 珂 行⊃

臨刪 胆 瀦 掲 場 信 吉

県胸 団六糊 化峯鳳 軍 層

昂 馴 轟 輻 井 松 之 助

ぼめオゆぽオめほねヨぼぼ

印 鯛 庚 蟹 似 玉 堂

廟郁市宇軍甌卯隔勇三櫨麻

し

定α60餓(送 料6鍾)

購譲曾員曾費1年 分3圓(葡 金,選 塀共)

發 行 肝 日 本 物 理 化 胆 研 究 曾

躍 匕織 翻 振替・京郁6047番

釡 費 所 岩.波 嘗 店
　 ドののロ　ツゆニノヨ

丸 善 株 式 會耐:京都 支 店
馴肭1「中『區三韻斜■曜

◇ 本 讐K:闘 ナ ゐ批 評,注 窟,『翼 求 等 は 京嶺罫帝 風大 學 物 理 イ匕學 σ子究 室 内,窪 川1前男 宛 εこ騏 ひ まづ噂,


